


　 　　 　

交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　

千
日
に
向
け
て　

交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　

千
日
に
向
け
て　

め
ざ
せ
１
０
０
０
日
！

地
域
の
み
な
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
す

春の全国交通安全運動

夏の交通事故防止県民運動

秋の全国交通安全運動

実施期間

実施期間

実施期間

4 月 6日～4月15日

7月21日～8月20日

9月21日～9月30日

交
通
死
亡
事
故

９
０
０
日
達
成

ゼ 

ロ

！！

昭
和
町
で
は
、平
成
22
年
6
月
11
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡

事
故
抑
止
９
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。6
月
14
日（
月
）、

役
場
２
階
別
棟
会
議
室
に
お
い
て「
感
謝
状
贈
呈
式
」が
行

わ
れ
、山
梨
県
警
察
本
部
か
ら
町
を
代
表
し
て
⻆
野
幹
男

町
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
行
わ
れ
た「
感
謝
状

贈
呈
式
」に
は
、山
梨
県
警
察
本
部

青
木
交
通
部
長
や
南
甲
府
警
察
署

中
澤
署
長
の
ほ
か
警
察
関
係
者
が

出
席
し
、町
か
ら
は
南
甲
府
交
通
安

全
協
会
石
原
副
会
長
や
黒
倉
支
部

長
、交
通
安
全
母
の
会
名
執
会
長
、

南
甲
府
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

田
中
副
会
長
、井
口
教
育
長
、町
幹

部
な
ど
約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、⻆
野
町
長
が「
こ
れ
か

ら
も
、悲
し
い
交
通
死
亡
事
故
が
起

き
な
い
よ
う「
安
全
・

安
心
」な
ま
ち

づ
く
り
に
、行
政
と
し
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ

し
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

町
に
は
２
名
の
専
門
交
通
指
導

員
が
在
籍
し
て
お
り
、日
頃
か
ら
保

育
園
や
小
学
校
を
訪
問
し「
自
転
車

教
室
・
交
通
安
全
教
室
・
保
護
者

向
け
旗
振
り
講
習
会
」を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、高
齢
者
に
対
し
て
も

交
通
安
全
指
導
や
、訪
問
指
導
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
で
は「
交
通
安
全
協
会
」を

は
じ
め「
民
生
・
児
童
委
員
」や「
い

き
が
い
ク
ラ
ブ
」、「
学
校
の
保
護

者
」等
が
通
学
路
に
立
ち
、登
下
校

時
に
は
率
先
し
て
街
頭
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
の
地

道
な
活
動
が
大
き
な
力
と
な
り
、今

回
の
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
式

交
通
安
全
に

対
す
る

町
民
の
高
い
意
識

　

本
町
は
、
交
通
網
が
非
常
に
発

達
し
た
街
で
あ
り
、
周
囲
に
中
央

自
動
車
道
、
国
道
20
号
（
甲
府
バ

イ
パ
ス
）、
ア
ル
プ
ス
通
り
お
よ
び

甲
斐･

中
央
線
が
配
置
さ
れ
、
町

中
央
部
に
は
昭
和
バ
イ
パ
ス
（
東

西
）
と
昭
和
玉
穂
線
（
南
北
）
が

走
っ
て
い
ま
す
。

交
通
量
の

多
い
地
区
で
の

９
０
０
日
達
成

　

ま
た
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
工
業
団
地
な
ど
が
立
地
す

る
た
め
、他
地
域
か
ら
の
車
の
利
用

で
交
通
量
が
増
大
し
、交
通
事
故
が

発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、本
町
で
は
平
成

19
年
12
月
23
日
に
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
以
来
の
記
録
で
あ
り
、

都
市
化
の
進
む
昭
和
町
で
は
大
変

価
値
の
あ
る
こ
と
で
す
。

Message
　

昭
和
町
は
、平
成
22
年
６
月
11
日
で

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
ゼ
ロ
の

日
が
、連
続
９
０
０
日
間
と
な
り
、６

月
14
日
に
山
梨
県
警
察
本
部
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
は
、
南
甲
府
警
察
署
管
内

に
あ
り
、
中
央
道
甲
府
昭
和
イ
ン
タ

ー
、
国
道
20
号
線
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
、

甲
府
市
川
三
郷
線
等
の
幹
線
道
路
が

縦
横
に
走
り
、
甲
府
市
や
企
業
へ
の

通
勤
、
通
学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
利
用
者
等
、
交
通
量
が
県
下
で

も
一
番
激
し
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
件
数
に

つ
い
て
は
、
南
甲
府
署
管
内
の
事
故

件
数
が
占
め
る
割
合
は
高
く
、
特
に

昭
和
町
内
の
事
故
発
生
件
数
が
、
県

全
体
の
件
数
に
対
し
て
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
、
交
通

事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
が
長
期
間
継
続
し

て
い
る
こ
と
は
、
特
筆
さ
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

南
甲
府
交
通
安
全
昭
和
支
部
で
は
、

年
間
を
通
し
て
交
通
安
全
に
対
し
て

の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

春
、
夏
、
秋
、
年
末
の
交
通
安
全
運

動
へ
の
協
力
、
小
学
校
の
自
転
車
教

室
へ
の
協
力
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
、
危
険
箇
所
の
点
検
、
昭
和
町
ふ

れ
あ
い
祭
り
駐
車
場
の
整
理
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
全
国
交
通
安
全
週
間

で
は
、
南
甲
府
警
察
署
の
指
導
の
も

と
、
⻆
野
町
長
、
企
画
財
政
課
、
町

議
会
議
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交

通
安
全
管
理
者
協
議
会
の
皆
様
と
協

力
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ヘ
の
飲
酒
運

転
の
厳
禁
、
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
、

運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
禁
止
の
呼

び
か
け
な
ど
、
街
頭
指
導
に
よ
る
安

全
運
転
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

来
春
に
は
、
町
内
に
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
店
舗
が

出
店
予
想
さ
れ
、
近
隣
市
町
村
か
ら

の
車
の
利
用
者
増
加
や
、
先
に
開
通

し
た
中
央
市
内
の
環
状
線
か
ら
の
車

の
流
入
が
見
込
ま
れ
、
益
々
交
通
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
や
子
供
、
自
転
車
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
家
庭
、
地
域
、
職

場
内
で
交
通
法
規
を
遵
守
し
交
通
安

全
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
、

一
件
で
も
事
故
が
減
少
す
る
よ
う
な
、

環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
な
る
交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
が

１
，
０
０
０
日
、
１
，
５
０
０
日
と

継
続
す
る
よ
う
に
、
関
係
各
団
体
と

協
力
を
し
な
が
ら
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

500日

900日

1000日

平成19年 12月23日

平成21年   5月17日

平成22年   6月11日

平成22年   9月19日

死亡事故

900日までのあゆみ

榮



　 　　 　

に
参
加
し
よ
う

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

■
火
の
始
末
は
す
ば
や
く

■ 

ド
ア
や
窓
を
開
け
て
、
逃

げ
道
を
確
保

■ 

落
ち
着
い
て
、
自
分
の
身

を
守
る

■ 

火
元
の
確
認
・
初
期
消
火

■
家
族
の
安
全
を
確
認

■
出
火
防
止

■
持
ち
出
し
品
の
用
意

■ 

ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を

　
確
認

■
周
囲
の
様
子
を
確
認

■
余
震
に
注
意

■
隣
近
所
の
安
全
を
確
認

■
消
火
救
出
活
動

■  

周
囲
に
危
険
が
迫
っ
て
い

る
場
合
は
速
や
か
に
避
難

最
初
の
大
き
な
揺
れ
は
約
１
分

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら･

…

地 区 名 訓 練 場 所 備 考

西 条 一 区 公 会 堂 若 宮 神 社

西 条 二 区 第 1 公 会 堂 義 清 神 社

清 水 新 居 区 ふれあい広場 公 民 館 横

西 条 新 田 区 公 会 堂

押 越 区 公 会 堂 ほ か

河 東 中 島 区 公 会 堂 熊 野 神 社

紙 漉 阿 原 区 公 会 堂

築 地 新 居 区 公 会 堂

飯 喰 区 集落センター 熊 野 神 社

河 西 区 諏 訪 神 社

上 河 東 区 公 会 堂

上 河 東 二 区 集会所前広場

各区防災訓練実施予定場所

今年の防災訓練は8月29日(日）に実施します

自
主
防
災
組
織
と
は

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時

は
、建
物
の
倒
壊
や
火
災
な
ど
が
同

時
に
多
発
的
に
発
生
す
る
ほ
か
、電

話
や
電
気
、道
路
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、行
政
や
消
防

署
な
ど
に
よ
る
救
助
活
動
だ
け
で

は
、即
座
の
対
応
が
困
難
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
、災
害
発
生

後
の
一
定
期
間
、地
域
住
民
の
一
人

ひ
と
り
が「
自
分
た
ち
の
命
と
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」こ
と
が
必
要

で
、そ
の
た
め
に
は
、地
域
単
位
の

自
主
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う
組
織
を「
自

主
防
災
組
織
」と
言
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
は
、各
区

な
ど
の
町
民
で
結
成
さ
れ
る
、い
ち

ば
ん
身
近
な
防
災
組
織
で
す
。そ
の

役
割
は
、災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

町
民
が
協
力
し
合
っ
て
、い
ち
早
く

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
や
火
災
の

初
期
消
火
活
動
を
行
う
な
ど
、被
害

を
最
小
限
に
く
い
止
め
て
、自
分
た

ち
の
ま
ち
を
守
る
こ
と
で
す
。

防
災
訓
練
当
日
の
朝

例
年
、防
災
訓
練
当
日
の
朝
、訓

練
と
し
て
町
防
災
行
政
無
線
に
よ

り「
警
戒
宣
言
」（
45
秒
間
の
サ
イ
レ

ン
２
回
）お
よ
び「
地
震
発
生
」（
１

分
間
の
サ
イ
レ
ン
）の
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
各
区
の

放
送
施
設
か
ら
各
種
の
情
報
を
次

の
時
間
に
放
送
い
た
し
ま
す
。み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
防
災
士
は
そ

れ
ぞ
れ
所
属
す
る
団
体
や
地
域
な
ど
の

要
請
に
よ
り
避
難
誘
導
や
救
助
、
避
難

所
の
世
話
な
ど
に
あ
た
り
、
公
的
な
組

織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
「
協
働
」
し
て

活
躍
し
ま
す
。

　

家
族
や
同
僚
、隣
人
な
ど
、「
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
人
を
守
る
」そ
れ
が
防

災
士
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

町
で
は「
昭
和
町
防
災
士
の
資
格
取

得
促
進
の
た
め
の
助
成
金
の
支
給
に
関

す
る
要
綱
」に
基
づ
き
、資
格
取
得
経
費

の
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

助
成
金
の
支
給
の
対
象
者
は
、町
内

に
住
所
を
有
す
る
方
で
、地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
防
災

士
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
に
な

り
ま
す
。

　

助
成
金
支
給
対
象
経
費
は
、防
災
士

登
録
に
係
る
研
修
受
講
料
、資
格
取
得

試
験
受
講
料
・
登
録
料
と
し
、助
成
金

の
額
は
、受
講
に
要
し
た
費
用
と
６
万

円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
と
な
り
ま
す
。

　

資
格
・
助
成
金
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
昭
和
町
は
、東
海
地
震
の

『
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
』に
指
定
さ
れ
お
り
、

東
海
地
震
が
発
生
す
る
と
、震
度
6
弱
以
上
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
。「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
備
え
」は
で
き

て
い
ま
す
か
。も
し
、災
害
が
起
き
て
も
備
え
が
あ

れ
ば
被
害
は
軽
減
で
き
ま
す
。身
の
回
り
を
も
う

一
度
確
認
し
、災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が

　
必
要
な
理
由

住
宅
火
災
の
死
者
は
、
就
寝
時
に
お

け
る
逃
げ
遅
れ
が
6
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
設
置
に
よ
り

火
災
の
早
期
発
見
・
初
期
消
火
・
早

期
避
難
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
既
に
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
諸
外
国
で
は
、
21

年
間
で
死
者
が
半
減
し
た
と
の
報
告

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所

 

寝
室
（
老
人
・
子
供
部
屋
な
ど
普
段

就
寝
す
る
部
屋
も
含
み
ま
す
）

※ 

建
築
条
件
に
よ
り
階
段
の
上
部
や

廊
下
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

ご相談・お問い合わせは最寄りの消防機関へ
甲府中央消防署　☎055-254-9119
甲府南消防署　☎055-233-1499
甲府西消防署　☎055-276-3825

防
災
士
に
な
ろ
う
！

地
震
発
生
！

そ
の
時
ど
ー
す
る
？

地
震
発
生１

〜
２
分

　

３
分

　

５
分

☎

☎

☎

今年の防災訓練は
8月29日(日）に実施！

●
対
象
者

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
昭
和
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、65
歳
以
上
（
昭

和
20
年
４
月
１
日
以
前
の
出
生
し
た

者
）
の
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

で
町
の
「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」

に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
方
。

●
申
請

昭
和
町
高
齢
者
要
援
護
者
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
申
請
書
お
よ
び
要
援

護
者
登
録
台
帳
様
式
は
福
祉
課
窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
昭
和
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
助
成
に
関
す
る
問
合
せ

　（
☎ 高

齢
者
要
援
護
者
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
促
進
事
業



　 　　 　

児童扶養手当を受けているみなさん
～8月は現況届の提出月です～

児童扶養手当を受けているみなさん
～8月は現況届の提出月です～

児童扶養手当を受けているみなさん
～8月は現況届の提出月です～

☎

区 分

手当額

全部支給

41,720円

一部支給

9,850円～ 41,710円

手当額（月額）

☎

　　

　役場福祉課(町総合会館内)の窓口で請求の手続きをしてください。県知事の認定を受ける事に

より支給されます。

　次の方は手当を受けられませんのでご注意ください。

　※お子さんが施設に入所している時    　

　※お子さんが障害を支給事由とする公的年金を受けている時

　

☎



　 　　 　

年金は世代間の支えあい。
年金についてもう一度
考えてみませんか。

問い合わせ…　竜王年金事務所（旧竜王社会保険事務所年金業務課）（☎278-1104）　
または…　　   役場町民窓口課年金係（☎275-8264）

シリーズ　

その68国 民 年 金
保険料の納め方～割引制度はご存じですか～保険料の納め方～割引制度はご存じですか～

１年分や半年分などをまとめて納める前納にすると、保険料が安くなります！
納付書でも可能ですが、口座振替にすると、さらにお安くなります。

保険料の納め方～割引制度はご存じですか～
国民年金保険料の納付は、口座振替や前納がお得です。
　自営業の方や学生が加入される第１号被保険者の保険料は今年度、月額１万５,１００円となっています。この
金額を毎月納付書で納めることもできますが、口座振替や前納にしていただくことで、割引にすることができます。

お得にする方法１

前納

お得にする方法2

口座振替

お得にする方法１

前納

納め忘れが無く、手続きも簡単な口座振替は、同
じ前納でも納付書よりも割引額が多くお得です！

お得にする方法2

口座振替
お得にする方法2

口座振替

現 金
納 付

口 座
振 替

月々
前納（１年分まとめて納める）
月々（当月末引き落とし）
前納（１年分まとめて納める）

１８万１,２００円
１７万７,９８０円
１８万 ６００円
１７万７,４００円

３,２２０円
６００円

３,８００円

納め方 年間保険料 割引額

比べてみよう！１年の保険料の差

※口座振替による期限：１年前納：２月末日　
　　　　　　　　　　 半年前納：２月・８月の末日　
　半年前納をご希望の方は、今月末までに申込ください。

　口座振替だけのお得な納め方 “早割”
　　　　　　　～ 早割にすると月々５０円割引になります！ ～
  　通常の口座振替の振替日は、翌月末日ですが、届け出により早割（当月末日振替）に
すると１か月５０円の割引があります。
※早割を希望される方は、初回のみ２か月分の保険料（前月分＋当月分（５０円割引））
　が振替られます。

クレジットカード支払 電子納付

　年金事務所に申込用紙を提出すると、保険料
をクレジットカード支払にすることができます。
納め方は毎月または前納から選べます。

　パソコンや携帯電話、Pay-easyのマークがつ
いたATM等から納めることが出来ます。詳しくは
ご利用の金融機関へお問い合わせください。

こんな納付方法もあります！～ライフスタイルにあわせてお選びください～

CREDIT CARD

最もお得 !!最もお得 !!

Library Information

●休館日 
　8/ 2日、9日、16日、23日、
　   30日 （月）、31日 （火）（月末整理日）
●お問い合わせ
　☎ 275－7860

今月のおすすめ

No.3

Book

おはなし、絵本、工作などお楽しみください!
今月は8月28日（土）午後 2時～

今月は8月７日（土）（幼児～小学生低学年まで）と
１９日（木）（０，１，２歳児のためのおはなし会）があ
ります。みなさんのおこしをお待ちいたします。

８月１２日（木）午後２時～
飯野 寿雄（いいの としお）氏による「“きょうりゅう”に
ついて知ろう！」（～科学絵本ができるまで～）（大人向け）

２０周年記念として、館内に“２０年のあゆみ”の写真を
展示しております。どうぞご覧ください。

申し込みは図書館へ （☎２７５－７８６０）
８日、１５日、２２日、２９日、１０月６日 （水）１０時～

『ばばばあちゃんのアイス・パーティ』
　さとうわきこ 作　 福音館書店

おひさまで からだがとけ
ちゃいそうなあつい日。
ばばばあちゃんは いいこ
とをおもいつきました。
「そうだ、アイス・パーティ
をしよう」
みんなで つめたい おかし
の 大パーティです！

『富士山にのぼる』
石川直樹 写真・作　教育画劇

あなたも、この夏、富士山
に登ろうと考えています
か？
この本を読めば、富士山の
いろいろな顔が見えます。
登ってみると、新しい富士
山も発見できます。

『本当はちがうんだ日記』
穂村　弘 作　集英社

「今ここにいる私は「私の
リハーサル」なのである。
これはまだ本番ではな
い。」
みじめな自分はラインを
越えて素敵側へ行けるの
でしょうか？果たして本
番ははじまるのでしょう
か？歌人でもある穂村弘
のエッセイ。

おはなし探検隊

おはなし会

昭和タイムリー講座  第２回

９月からは
手づくり絵本教室がはじまります！

図書館からのお知らせ Information

☎

映画会のおしらせ



　 　　 　

☎

Healthみなさんの

健康け
ん
こ
う

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

有価物回収に
ご協力ください！
有価物回収に

ご協力ください！
有価物回収に

ご協力ください！

毎年ご協力ありがとうございます。今年も

主催：生徒会　　共催：地区 PTA

職員人事



　 　　 　

　

☎
☎

☎

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

■問い合わせ
環境経済課（☎275-8355）

環境衛生係からのお知らせ

農政振興係からのお知らせ

☎

☎
☎

☎
☎



　 　　 　
☎

☎

☎

⻆

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
委
員
　
依
田
　
茂
巳

 

い

昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り☎

☎

愛
育
の
こ
こ
ろ
を
み
ん
な
の
心
に･･･
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☎ ☎

☎ ☎
☎ ☎

⻆

☎



　 　　 　

榮



　 　　 　

☎

☎

　 　

６
月
の
定
例
議
会
に
お
い

て
、各
委
員
の
任
命
お
よ

び
選
任
を
提
案
し
、全
会
一
致

で
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教育委員会委員
（西条一区）

曽根眞由美氏（再任）

教育委員会委員
（押越）

清水正夫氏（新任）

公平委員会委員
（西条一区）

笠松豊乗氏（新任）

固定資産評価
審査委員会委員
（西条新田）
杉浦精氏（再任）

午後の部午前の部

【報告会日程】



　 　　 　

　

☎

☎

☎

☎
☎

☎

☎

☎
☎

☎



　 　

んなの広場み

　 　
☎

■食生活改善推進員会 事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆材料（2人分）
＊あえつゆ
＊冷凍うどん ･････2 玉
＊トマト ･････････2 個
＊粉ゼラチン ･･････5g
＊レタス ･･････････5g
＊さやいんげん ････5g
＊温泉卵 ･･････････5g
＊もやし ･･････････5g

◆作り方
①冷凍うどんは熱湯でさっと茹で水気を切る。
②トマト１個はすりおろし、１個はざく切りにする。
③粉ゼラチンは５倍に水に溶かす。
④鍋にあえつゆを煮立たせ火を止めてから③を加えて溶かす。
さらに②を加えて混ぜる。容器に入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
⑤器にレタスを広げてうどんを盛り、もやしをのせ④を軽くくずし
てかける。さやインゲンを散らし温泉卵をのせる。

◆あえつゆ
＊めんつゆ ･････････80ml
＊水･･････････････160ml
＊薄口しょう油 ･････10ml

わが家のアイドル募集中！お申し込みは、企画財政課企画情報係（☎ 275-8154）まで

♥

1人分　360Kcal
塩分　　3.5g

の食推から町

☎


